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 第一節 世界連邦運動の流れ 
 第二節 世界連邦論の歴史 
第二章 谷川徹三が捉える世界連邦の構造 
 第一節 世界連邦政府と世界法 
 第二節 国際連合と世界連邦政府 
第三章 世界連邦論をめぐる哲学的考察 
 第一節 世界連邦運動と正戦論 































運動(World Movement for World Federal Government)」という国際機構が設
立され、世界連邦運動の中心となった。翌年の一九四七年八月十七日、スイス
のモントルーで二十四ヶ国から五十一の団体を代表する三百余人の参加する
「世界連邦政府のための世界運動第一回国際会議(the first ‘Conference of the 
World Movement for World Federal Government)」が開かれた。七日間の討
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